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 URETHRAL DIVERTICULA SURROUNDING THE 
   URETHRA IN  WOMEN  : REPORT OF 2 CASES 
    Satoshi TAMADA, Yoshihito  IwAI, Yoshiaki TANIMOTO, 
            Satoshi ITO and Naomasa  YosHIDA
      From the Department of Urology,  lzumi City Hospital 
   Hidenori KAWASHIMA, Junji UCHIDA, Tatsuya NAKATANI, 
        Keisuke YAMAMOTO and Taketoshi  KISHIMOTO 
From the  Department of Urology. Osaka City University  Medical School
   We report two cases of female urethral diverticula. A 49-year-old woman (case 1) complained of 
perineal pain when she voided urine. A 36-year-old woman (case 2) complained of perineal pain. In 
both cases, intravenous pyerography and urethrography revealed iverticula round their urethra, and 
we diagnosed them with urethral diverticula which surrounded their urethra by magnetic resonance 
imaging. We treated them by transvaginal diverticulectomy. Case 2 was successfully treated, but 
the diverticulum recurred after one year in case 1. There are over 200 reported cases of female 
diverticula in the Japanese literature, but a urethral diverticulum surrounding the urethra is rare. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  46: 639-642,2000)















を認めていた,他 病院泌尿器科,当 院産婦人科,近 医
(泌尿器科,産 婦人科)を 受診 し,膀胱炎などの診断
により加療されたが症状は軽快 しなかった.その後,
近医(内 科)を 受診 した際,腹 部超音波検査にて膀胱
後壁に接す る嚢胞様腫瘤 を指摘 され,1997年5月,当
科 に紹介 された.
初診時 現症:身 長147cm,体 重40kg.栄 養状態
中等度.胸 腹部理学的所見 に異常 を認 めず 内診では
膣前壁 に異常 を認めなかったが,膣 前壁 のマ ッサージ
にて外尿道 口よ り膿性分泌物 を認めた.





膀胱 尿道鏡所見:膀 胱 頸部 か ら三角部 にかけて発赤
を認めた.ま た,尿 道括 約筋 の遠位 の5時 方向に裂孔
を認めた.
腹部超音波検査:膀 胱後壁 に接 するhypoechogenic
な嚢胞性腫瘤 を認 めた.













































逆行性膀胱尿 道造影:尿 道周囲 に5×5×7,5cmの
造影剤の貯留 を認めた(Fig.1).
MRI:TI強 調 画 像 で はlow,T2強 調 画 像 で は
highintensityを呈す る腫瘤が尿道全周 を取 り囲 むよ
うに存在 していた(Fig,2).
以上 よ り尿道全周 を取 り囲 んだ尿道憩室 と診断 し,
1997年6月,経膣的尿道憩室摘除術 および憩 室口閉鎖
術 を施行 した.
手術 所見:膣 前壁 に縦切 開 を加 え,憩 室 を露出 し
た.憩 室壁 は可及的 に摘 除 したが,尿 道の恥骨側 は摘
除不可能であったため観察可能であ った部位 のみ鋭匙
にて掻爬 した.尿 道鏡にて認め られた憩室 口は吸収糸
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尿道鏡所見:尿 道括約筋の遠位 の7時 方向に裂孔 を
認めた.




排尿時膀胱尿道造影:尿 道 周囲に3×3×4cmの 造
影剤の貯留 が認 められた(Fig.4).
CT:尿 道全周 を取 り囲 むよ うに10wdensityを呈
す る憩室 を認 めた.
MRI:T2強 調画 像 におい てCTと 同様 の部位 に
highintensityを呈す る憩室 を認 めた(Fig.5).
以上 より尿道全周 を取 り囲んだ尿 道憩室 と診断 し,
症例1と 同様の手術 を施行 した.憩 室口は1カ 所 のみ
で生食注入 にて他部位 よ りの生食の流 出は認めなかっ
た.





女 子尿 道憩 室 は本邦で既 に200例以上の報告が見 ら
れD.決 して稀 な疾患 ではないが,尿 道全周 を取 り囲
んだ憩室の報告例 はわれわれが調べ得たか ぎりでは添
田 ら2)につづいて2例 目,3例 目と思 われ,非 常 に稀
である,こ れは近年の画像診断の進歩に より,尿 道憩
室の診断 にCT,MRIが 用い られ るよ うにな り憩室
の形態が明瞭に描出 されるようにな ったこ とによると
ころが大 きい と思われる.な お,こ こでは憩室が ドー
ナッ状 に尿道 を取 り囲 んでい る状 態 を尿道 全周 と し
た.
本症の発生原因は,先 天性,後 天性お よび両者 の混
在 による とす る3つ の考 え方があるが,定 説はない.
先天 的要 因 と して は,1)Garmer管遺残,2)Muller
管遺残,3)子 宮膣管遺残,4)Skene管嚢腫 な どが尿
道へ開口 し尿道憩室 になるといわれている3)後 天的
要因 と して は,1)分娩時外傷,2)傍 尿 道腺 感染,3)
尿道への機 械的操作,4)尿 道結石 な どがあげ られて
い る3)今 回,わ れわれが経験 した2例 はともに憩室
内腔が大 き く尿道全周 を取 り囲んでいたが,そ の成因
は繰 り返 された感染や,多 産婦であ ったこ とと関係が
あるか も しれない.ま た,憩 室 口が2つ 存在 していた
症例 はわれわれ の調べ得たか ぎりでは大久保 ら4)の報
告 の み で あっ た.大 久 保 ら の 報 告 で は 憩 室 に
mesonephricadenocarcinomaを合 併 してお り腫瘍の
浸 潤 によ り憩 室 口が2つ に なった可能性が 考 え られ
る。症例1で は繰 り返 された感染 によ り憩室が新 たに
尿道 と交通 し,憩 室 口が2つ になった と考え られ た.
尿道憩室の好発年齢は本邦で は,分 娩時外傷の関与
が多いため22～25歳と報告 されて いる5)
自覚 症状 として は,膀 胱 炎,尿 道炎症状 が最 も多
く,臨 床症状 は比較的軽 い しか し,抗 菌剤投与 にて
軽快 しない症例,膀 胱炎症状 を繰 り返す場合は尿道憩
室 も念頭において精査す る必要が ある.本 症例で は2
例 とも激 しい会陰部痛 を認 めたこ とよ り,尿 道全周 に
およぶ憩室 の場合 には臨床症状が通常の膀胱 炎,尿 道
炎 よ りむしろ強 い印象であ った.
診断方法 としては,静 脈性 腎孟造影,逆 行性膀胱尿
道造影,排 尿時膀胱尿道造影,ダ ブルバル ーンカテー
テルによる高圧尿道造影,膀 胱尿道鏡,超 音波検 査,
CT,MRIな どが あげ られ るが,Kimら6)に よる と
MRIに お いて は100%の正診 率で ある と報告 されて
い る.治 療法 と しては,切 開排 膿,穿 刺排膿 もあ る
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